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Nokyo Dayori JA Megumi

私たちは自然を愛し人を愛し街を愛します
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JA青年の主張

新年の
ご挨拶
新年の
ご挨拶



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
組
合
運
営
に
対
し

ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
４
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
国
内
の
経
済
は
低
迷
し
、

さ
ら
に
は
、
新
た
な
変
異
株
の
影
響
も
受
け
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
急
激
な
円
安
に
伴
う
飼
料
、
資
材
、
燃
油
価

格
の
高
騰
に
よ
り
農
家
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
９
月
、
県
内
を
襲
っ
た
非
常
に
強

い
台
風
１
４
号
は
、
建
物
の
損
壊
被
害
・
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
地
域
で
停
電
や
断
水
な
ど

の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
当
Ｊ
Ａ
と
し
ま
し
て
、
政
府
や
行
政
機
関
に
対
し
て
農
業
対
策
へ
の
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
経

営
コ
ス
ト
抑
制
の
独
自
支
援
と
台
風
被
害
に
対
す
る
支
援
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
、
気
候
変
動
が
地
球
規
模
で
進
む
な
か
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
勃
発
し
、
食
料
不
足
が
世
界
で

深
刻
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
資
源
を
持
た
な
い
日
本
に
と
っ
て
は
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
で
も
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
政
府
は
食
料
安
全
保
障
の
強
化
は
国
家
の
喫
緊

の
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
新
た
な
基
本
法
に
よ
る
農
政
の
展
開
が
急
務
と
し
て
、『
食
料
安
全
保
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障
予
算
』
と
『
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
』
を
含
め
て
政
策
の
確
立
を
図
る
と
の
方
針
を

示
し
ま
し
た
。
現
在
、
日
本
の
食
と
農
を
取
り
巻
く
状
況
は
黄
色
信
号
が
と
も
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ま

は
ま
だ
国
内
で
食
べ
物
は
不
足
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
ず
、
食
料
自
給
率

の
低
迷
、
生
産
者
や
農
地
の
減
少
、
自
然
災
害
の
多
発
な
ど
、
食
料
の
安
定
供
給
を
阻
む
リ
ス
ク
は
拡

大
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
に
、

国
民
が
必
要
と
し
消
費
す
る
食
料
は
、で
き
る
だ
け
そ
の
国
で
生
産
す
る
と
い
う『
国
消
国
産
』を
掲
げ
、

食
料
安
全
保
障
の
確
立
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
国
内
で
は
肥
料
な
ど
の
生
産
資
材
等
の
価
格
が
高
騰
し

て
お
り
ま
す
が
、
農
畜
産
物
の
価
格
に
は
転
嫁
さ
れ
て
お
ら
ず
、
生
産
者
の
経
営
は
こ
れ
ま
で
に
な
く

苦
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。『
国
消
国
産
』
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
産
の
農
畜
産
物
を
今
ま
で

以
上
に
食
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
適
正
な
価
格
に
な
る
よ
う
消
費
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
日
本
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
が
い
か
に
重
要
な
分
野
で
あ
る
の
か
を
国
民
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
産
の
農
畜
産
物
が
国

内
の
食
料
供
給
に
寄
与
で
き
る
よ
う
生
産
者
及
び
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
経
営
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
令
和
４
年
１
月
１
日
よ
り
総
合
的
な
監
督
指
針
で
の
「
中
長
期

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
経
営
基
盤
強
化
」
及
び
信
用
監
督
指
針
で
の
「
持
続
可
能
な
収
益
性
・

将
来
に
わ
た
る
健
全
性
確
保
」
が
求
め
ら
れ
、
従
来
の
「
足
元
の
実
績
」
か
ら
「
将
来
の
見
通
し
」
に

焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
将
来
の
経
営
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
予
防
型
経
営
の

運
営
の
可
否
を
監
督
官
庁
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
ま
で
と
は

大
き
く
違
う
観
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
ま
し
て
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
行
政
庁
の
求
め
に
耐
え
う
る
経
営
管
理
態
勢
の
再
構
築
に
着
手

し
、
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と
生
活
を
守
る
た
め
、
永
続
的
に
持
続
可
能
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
し
っ
か
り
と
し
た
経
営
基
盤
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
組
合
員
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
も
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

令
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～
睦
月
～

デザイン・製作 ● 吉野花壇（代表）吉野恒男

•目 次

花材
（左から）
・ハボタン　　　　・スターチス
・ヒペリカム　　　・トルコギキョウ
・カーネーション　・スプレーギク

（その他）
・スリダコ　・ナンテン　・銀竹
・スイートピー

ワンポイントアドバイス
フラワーアレンジの構成で「Ｌ型」にアレン

ジメントを行うことを『エルシェイプ』といい
ます。

まずは正月装飾の銀竹や茎が長めの花をオア
シスにＬ型になるよう骨組みとして生けます。
あとは中心にハボタンやカーネーションを持っ
てきてボリュームを出して、残りを調整してい
きます。

たまに離れた位置から眺めて、全体のバラン
スを確認しながら完成させていきましょう。

  6　ほっとトピックス
  8　女性部活動紹介
10　ＪＡ青年の主張
12　畜産部だより
16　年末年始営業時間
18　頭の体操

幸
多
き
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
に

　
　
　
　

 

令
和
５
年　

正
月

新
春
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高
岡
町
飯
田
地
区
で
胡
瓜
栽
培
を

行
う
重
永
義
明
さ
ん
（53）
は
、
Ｊ
Ａ
宮

崎
中
央
胡
瓜
部
会
の
部
会
長
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
部
会
員
６
１
９
人
、

栽
培
面
積
は
１
４
８
ha
と
県
内
で
も

ト
ッ
プ
の
生
産
量
を
誇
り
、
全
国
の

胡
瓜
販
売
を
支
え
て
い
ま
す
。

重
永
さ
ん
は
農
業
を
始
め
て
30
年
、

現
在
は
家
族
３
人
で
摘
芯
栽
培
で
胡

瓜
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
業

を
始
め
た
頃
に
比
べ
る
と
耐
病
性
の

品
種
も
増
え
、
栽
培
技
術
も
進
み
栽

培
管
理
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
話
し

ま
す
。
農
業
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃

は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
管
理
を
行

う
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。

胡
瓜
の
栽
培
の
面
白
さ
は
１
つ
の

苗
か
ら
何
本
採
れ
る
か
決
ま
っ
て
い

な
い
こ
と
。
収
入
を
上
げ
る
た
め
に

は
た
く
さ
ん
実
ら
せ
て
た
く
さ
ん
収

穫
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
た
め
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
い
生
産
者
も
増
え
、

部
会
員
数
も
一
定
を
保
っ
て
い
ま
す
。

「
新
規
就
農
者
は
Ｊ
Ａ
な
ど
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
や
新
規
就
農
施
設
で
の

研
修
が
で
き
た
り
と
正
直
羨
ま
し
い

で
す
ね
。
特
に
こ
の
10
年
は
技
術
も

大
き
く
変
化
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ベ
ス
ト
な
生
産
環
境
や
生
産
者
ご
と

の
収
量
な
ど
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
技
術

を
若
い
生
産
者
が
生
か
し
、
こ
れ
か

ら
の
胡
瓜
栽
培
の
技
術
の
発
展
に
つ

な
げ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

と
管
内
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
に
つ
い

て
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

各
支
店
で
勉
強
会
を
開
き
、
互
い

の
数
値
を
比
較
、
検
討
し
合
い
、
部

会
員
が
共
に
技
術
を
向
上
さ
せ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
撮
影
の
当
日

も
各
支
店
の
役
員
が
生
産
者
ハ
ウ
ス

に
集
ま
り
、
栽
培
技
術
に
つ
い
て
検

討
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
中
の
市
場
、
消
費
者
が
宮
崎

中
央
の
胡
瓜
を
待
っ
て
い
ま
す
。
宮

崎
中
央
管
内
の
天
候
が
悪
く
、
収
量

が
上
が
ら
な
い
と
き
は
市
場
単
価
も

左
右
さ
れ
る
ほ
ど
。
重
永
さ
ん
は

「
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
の
胡
瓜
技
術
を
高

め
、
収
量
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で
、

全
国
の
消
費
者
に
も
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
あ
と
20
年
は
元
気
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
。」
と
意
気
込
み
を

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

重永　義明さん
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胡瓜部会は11月２日、促成キュウリの目揃え会を行いました。各支店生産者
役員16人が集まり、指導員や販売担当者と共に出荷基準について確認を行いま
した。

目揃え会では、箱詰めした出荷状態の胡瓜を用意し、出荷に適したサイズや
形、色合いなど選別の徹底を再確認。役員らは、後日確認した事項を各支店所
属の部員へ伝え、全部員での出荷
基準統一を図ります。

部会は生産者619人、面積148ha
で栽培、年間２万６千トンの胡瓜
を関東・関西地域へ販売します。
重永義明部会長は「天候も良く順
調に育っている。出荷基準の統一
は産地の信用に直結する。消費者
のためにも部会で徹底した出荷を
心掛けたい。」と話されました。

トマト類部会は11月１日、ミニトマト、中玉トマト、大玉トマトの目揃え
会を行いました。同部会の生産者役員７人とJA集出荷場の役職員や営農指
導員らと共に出荷基準について確認しました。

パック詰めされたトマト類を参考に、出荷に適したサイズや形など選別の
徹底を再確認しました。参加した役員らは、後日確認した内容を各支店部員
へ伝え、トマト類全部員での出荷基準統一を図ります。

部会は生産者117人、面積28.６haで栽培、年間でミニトマト2324ｔ、中玉
35ｔ、大玉688ｔを目標とし、関東・関西地方へ出荷します。ミニトマト生

産者の湯地勇会長は
「現在の生育は順調。
目揃え会を行うこと
で、年々、部会全体が
品質への意識が向上し
ている。今後も統一さ
れた出荷基準で、徹底
した出荷を心掛けた
い。」と話されました。

ススススククククッッッッピピピピトトトトととととっっっっほほほほ JA宮崎中央のSDGs
の取り組みをマーク
で表示しています

胡瓜・トマト類
目揃え会を開催

胡瓜部会

トマト類部会

月のあなたの運勢 占い師　モナ・カサンドラ1
牡羊座 3/21〜4/19 全体運★気持ちを引き締め丁寧な所作を心がけて。高めの目標設定が良い運気を呼び込みます。あいさつ回りと宴席にツキ7　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　6



指導員九州大会
原田職員が健闘

11月24日

JA営農指導員実践事例九州地区代表選考会が沖縄県で開催
されました。宮崎県代表としてJA宮崎中央営農部果樹・茶指
導課の原田駿哉職員が出場しました。

日向夏部会での生産者高齢化、消費者ニーズ対応、県外への
認知度向上などへの取り組みについて発表を行いました。最優
秀賞は逃したものの、優秀賞を受賞いたしました。

伝統野菜『やまいき』かぼちゃ出荷スタート12月１日

12月１日、宮崎営農センターに2022年度最初の『やま
いき黒皮南瓜』が出荷されました。10月中旬頃の定植か
ら天候も安定し、出荷は予定通り始まりましたが、今期
の南瓜部会は会員が２人と昨年から半数となりました。

６月までを予定する出荷予定数は21トン。今年度は出
荷や販売に関して試行錯誤の年になります。主な出荷先
である関西の市場に生産者とＪＡ職員が出向いての意見
交換、また目揃え会でも生産管理や出荷基準など話し合
われました。

横山文男会長は「出荷量は減ってしまうが、２人で定
植時期を10日ほどずらすことで長く手に入るよう工夫し
た。価格面も含めて手探りの年。結果を残して、来年に
生かせるようにしたい」と意気込みます。消費拡大に向
け、贈呈式や即売会への参加などを予定し、多くの消費
者へと届けます。 出荷前の管理を行う横山会長

1月定休日のお知らせ

JA宮崎中央
ガソリンスタンド

1日～3日 •全SS

15日
•生目セルフ　•エポックエリア
•田野SS　　 •佐土原セルフ
•高岡セルフ •三名SS

土日祝日 •八代SS

8日、22日
•宮崎セルフ　•木花SS
•清武SS　　 •那珂セルフ
•本庄セルフ

毎週日曜日は、特売日です!毎週日曜日は、特売日です!
※田野SSは毎週火曜日・八代SSは毎週木曜
日が特売日となります

※特売日が定休日の場合は前日が特売日となります

せ

ンド

※年末・年始の営業は16ページにてご確認ください。

1月 キーパーコーティング洗車
好評につき、1ヶ月延長

お気軽にスタッフにお問い合わせください

牡牛座  4/20〜5/20 全体運★早めのスタートが勢いに乗るこつ。予定は前倒しで進めましょう。伝統文化に触れる機会を大切に。和服も◎7　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　6



宮崎支店は宮崎北警
察署の指導のもと、防
犯訓練を行い、職員は非常時の手順を確認しました。

訓練は、人質を取った犯人が窓口にて無言で紙を差し出し、
現金を要求された場合を想定。人質のいる中、犯人に対して、
職員は落ち着いて対応しました。また職員は防犯ブザーを押
し、警察からの電話で特徴などを伝えました。

訓練後、警察署による講評では、逃走後の追跡や人質保護の
ための声掛けに対するアドバイスがありました。井上安雄統括
支店長は「日頃から組合員・利用者へ大きなあいさつを実施
し、万が一のときも訓練を思い出し、人命を最優先で対応した
い」と話し、安心した支店づくりを努めます。

女性部・フレッシュ・職員ら交流を楽しむ！

家の光大会　県大会開催

田野支店
地域マルシェで手作り豚汁を販売

11月17日､ 宮崎支店女性部はカローリング大会を行いました。
カローリングはカーリングに似た競技で、体育館を使って誰で
も楽しむことができ、参加した35人はオリンピックさながらの白
熱した試合を繰り広げられていました。職員らも加わり、女性部
の方々との交流を楽しみました。

12月１日､ 県下家の光大会が行われ、宮崎中央から
代表として選ばれた料理や作品が審査を受けました。
手づくり作品（家の光記事活用）の部　宮崎支店女

性部役員の方々の「絵てがみ」が見事に優秀賞を受賞
しました。
また、記事活用体験発表には国富支店の日高美千代

さんが素晴らしい発表を披露し健闘されていました。

11月27日､ 田野町で開催された「おTANOしみマル
シェ」にて出店を行いました。
田野支店女性部役員で豚汁約100杯分を準備して参加
しましたが、予定を超えた150杯ほどが売れ、来場者に
喜んでいただきました。

真ん中狙います！ 

敵をはじき出すよ～！

作戦タイム！

試合が進むとアスリートの目つきに！

日高さん発表の様子日高さん発表の様子 宮崎支店の皆さま宮崎支店の皆さま

美味しくできました～☆

訓練から
防犯意識を
高める

11月17日

双子座  5/21〜6/21 全体運★礼儀正しい態度で好感度が上昇。やりたいことがあるときほど周囲の話をよく聞いて。協力者が現れる予感です9　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　8



国富支店

10月20日、太田原出荷場で木
脇小学校２年生の職場見学を行
いました。
職員が出荷場内の設備説明、

野菜の受入から梱包などについ
て説明すると小学生が一生懸命
メモを取っていました。みんな
で出荷物を乗せた大型トラック
を見送り、最後の質疑では、職
員が児童からたくさんの質問を
受けていました。

10月下旬、国富支店青年
部は木脇小学校３年生と芋
ほり体験を行いました。児
童たちは広い畑の中で元気
よく芋ほりを行い、たくさ
んのサツマイモを手に笑顔
がいっぱいでした。

田野支店

は の

わ
ぴす

11月24・25日、田野支店職員は田野小
学校での朝の挨拶運動を行いました。
はぴすも参加すると多くの子どもたち

が集まっていました。寒い中ではありま
したが、元気な挨拶をする小学生から職
員も元気を分けてもらいました。

蟹座 6/22〜7/22 全体運★あれこれ言われてキャパオーバーになりがち。全部やろうと思わないで。状況整理から入ると良い案が浮かびます9　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　8



JA青年の主張

乗
り
越
え
る

�

Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央 

佐
土
原
支
部 

十
河 

広
志

み
な
さ
ん
、
今
日
、
消
毒
マ
ッ
ト
は
踏
み
ま

し
た
か
？

私
は
口
蹄
疫
以
来
、
消
毒
マ
ッ
ト
を
見
か
け

た
と
き
は
必
ず
踏
ん
で
い
ま
す
。

私
は
佐
土
原
町
で
両
親
と
弟
と
共
に
黒
毛
和

牛
の
繁
殖
農
家
を
営
ん
で
い
ま
す
。
高
校
卒
業

後
は
畜
産
業
と
は
違
う
一
般
企
業
に
就
職
し
４

年
ほ
ど
た
っ
た
あ
る
日
、
父
が
「
そ
ろ
そ
ろ
う

ち
で
働
い
て
み
ら
ん
か
？
」
と
声
を
掛
け
て
き

ま
し
た
。

私
の
幼
い
頃
よ
り
も
規
模
拡
大
し
て
お
り
、

当
時
農
協
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
多
忙
を
極
め

な
が
ら
も
必
死
に
働
く
父
や
、
そ
れ
を
支
え
る

家
族
を
見
て
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
思

い
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
始
ま
り
、
餌
や

り
、
堆
肥
出
し
と
毎
日
の
世
話
を
こ
な
し
な
が

ら
、
そ
れ
ら
の
合
間
を
縫
っ
て
は
牧
草
、
飼
料

稲
づ
く
り
と
、
や
り
が
い
の
あ
る
日
々
を
過
ご

し
て
い
た
中
、
２
０
１
０
年
４
月
20
日
、
耳
を

疑
う
一
報
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

口
蹄
疫
の
発
生
で
す
。

畜
産
経
験
の
浅
い
私
に
は
ど
ん
な
病
気
か
も

分
か
ら
ず
、
ま
た
遠
方
で
の
発
生
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
正
直
、
初
め
は
ピ
ン
と
来
ず
、
危
機

感
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

毎
日
の
よ
う
に
話
し
合
い
に
出
か
け
る
父
の
姿

や
日
々
感
染
拡
大
の
報
道
を
目
の
当
た
り
に

し
、
事
の
重
大
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。
周
り
の

畜
産
農
家
や
普
段
一
緒
に
作
業
し
て
い
る
家
族

の
雰
囲
気
も
次
第
に
変
わ
っ
て
い
く
の
を
感
じ
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
う
ち
ま
で
く
る
の
で
は
な
い

か
」
と
、
不
安
や
焦
り
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

父
の
指
導
の
下
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
、

毎
日
の
世
話
に
加
え
牛
舎
の
消
毒
作
業
を
懸
命

に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
努
力
と
祈
り
も
虚
し

く
発
生
圃
場
か
ら
10
㎞
圏
内
の
全
て
の
牛
に
発

症
を
抑
え
る
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、
殺
処
分
す

る
と
い
う
政
府
の
決
定
が
な
さ
れ
、
我
が
家
の

牛
舎
も
対
象
エ
リ
ア
に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
県
内
、
県
外
に
広
が
ら
な
い
よ
う

に
速
や
か
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
え
ば
こ
こ
で

食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
初
め
は
現
実
を
受
け
入
れ
き
れ
ず
、
頭

の
中
が
混
乱
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
毎
日

愛
情
を
も
っ
て
世
話
し
た
牛
達
を
、
な
ぜ
感
染

し
て
い
な
い
健
康
な
牛
達
を
、
全
て
処
分
し
な

い
と
い
け
な
い
の
か
？
補
償
金
は
あ
る
ら
し
い

が
こ
の
先
の
生
活
は
ど
う
な
る
の
か
？
…
で
も

必
要
な
判
断
で
は
な
い
の
か
？
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
感
情
が
入
り
乱
れ
ま
し
た
。

父
も
ど
う
に
か
ワ
ク
チ
ン
を
打
た
な
く
て
済

む
方
法
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
関
係
機
関
に
訴

え
、
様
々
な
方
法
を
模
索
し
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
宮
崎
の
畜
産
の
未
来
を
守
る
た
め
に
と
受

け
入
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
５
月
25
日
、
我
が
家
の
牛
、
全

１
５
３
頭
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
か
ら
殺
処

分
さ
れ
る
ま
で
約
一
ヶ
月
の
期
間
が
あ
り
、
普

段
通
り
牛
の
世
話
を
こ
な
す
こ
と
と
な
り
ま
し

10月25日、令和４年度JA宮崎県青年大会に出場された、佐土原支部の十河広志さん。
惜しくも九州大会への出場を逃しましたが、最優秀賞にも劣らない素晴らしい主張をされましたのでご紹介いたします。

JA青年の主張JA青年の主張

獅子座 7/23〜8/22 全体運★運勢は活気づき活躍の場が増えていきます。フットワーク良く動けるよう身軽な状態にしておきましょう11　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　10



た
。
牛
達
に
は
い
つ
も
よ
り
多
め
の
餌
を
与
え
、

少
し
で
も
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
ケ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
産
も
予

定
通
り
、
待
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
処
分
さ
れ

る
と
決
ま
っ
て
い
る
の
に
生
ま
れ
て
く
る
命
。

こ
の
と
き
ば
か
り
は
人
間
の
身
勝
手
さ
、
病
気

へ
の
怒
り
、
そ
し
て
牛
達
へ
の
罪
悪
感
に
苛
ま

れ
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
10
㎞
圏
内
で
殺
処
分
が
始
ま

り
ま
し
た
。
私
は
他
の
畜
産
農
家
と
同
様
に
臨

時
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
対
象
の
牛
の
運
搬
作
業
に

従
事
し
ま
し
た
。
集
合
場
所
に
は
畜
産
関
係
者

は
も
と
よ
り
地
域
の
様
々
な
団
体
の
方
が
集

ま
っ
て
お
り
、
使
い
捨
て
の
防
護
服
に
着
替
え

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
向
か
い
ま
す
。
私
も
担

当
の
牛
舎
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
我
が
家

の
牛
舎
で
す
。
普
段
作
業
を
し
て
い
る
慣
れ
親

し
ん
だ
我
が
家
の
牛
舎
か
ら
作
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。
１
５
０
頭
を
超
え
る
大
量
の
牛
が
次
々

と
運
び
出
さ
れ
る
と
い
う
異
常
な
光
景
は
一
日

数
頭
の
運
搬
し
か
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
私
に

と
っ
て
、
と
て
も
受
け
入
れ
が
た
い
こ
と
で
し

た
が
、
次
の
牛
舎
も
控
え
て
居
る
た
め
、
淡
々

と
作
業
を
こ
な
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
牛
舎
で
作
業
を
し
て
い
る
時
、

怯
え
て
い
る
の
か
、
な
か
な
か
ト
ラ
ッ
ク
に
乗

ら
な
い
牛
が
い
た
の
で
早
く
乗
せ
よ
う
と
ヘ
ル

パ
ー
の
方
が
お
し
り
を
叩
い
て
い
る
と
、
そ
の

家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
「
そ
ん
げ
叩
か
ん
で

…
お
願
い
だ
か
ら
…
」
と
力
な
く
言
わ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
の
牛
も
家
族
の
よ
う
に
大
切
に
育
て

ら
れ
た
ん
だ
な
と
思
う
と
同
時
に
、
悔
し
さ
と

憤
り
を
感
じ
た
の
を
強
く
覚
え
て
い
ま
す
。

結
果
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
管
内
で
は
佐
土
原
町

が
唯
一
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
地
域
と
な
り
、
実
に

約
90
％
の
牛
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
そ
れ
が
防

波
堤
の
役
割
を
果
た
し
感
染
拡
大
を
食
い
止
め

ま
し
た
。

そ
し
て
、
８
月
27
日
、
よ
う
や
く
終
息
宣
言

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

牛
の
い
な
く
な
っ
た
牛
舎
に
行
く
と
、
鳴
き

声
の
し
な
い
普
段
と
は
違
う
光
景
に
た
だ
茫
然

と
な
り
、
何
か
を
や
ろ
う
に
も
気
力
が
湧
か
ず
、

母
も
騒
動
以
来
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
暗
い
雰
囲
気
が
家

族
を
取
り
囲
む
中
、
父
が　
「
ま
た
一
か
ら
始

む
っ
ど
！
」
と
激
を
飛
ば
し
、
そ
の
父
の
力
強

い
言
葉
に
奮
起
し
、
牛
の
再
導
入
に
向
け
、
家

族
一
丸
と
な
っ
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

牛
舎
で
も
二
度
と
こ
ん
な
思
い
は
し
た
く
な

い
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
消
毒
作
業
に
勤
し
み
、

再
発
防
止
の
為
、
新
た
に
車
用
の
消
毒
漕
、
消

毒
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
私
の
就
農
を
期
に
計
画
し
て
い
た
新
た

な
牛
舎
を
建
設
し
、
県
内
の
み
な
ら
ず
県
外
ま

で
視
野
を
広
げ
、
実
際
に
足
を
運
び
、
血
統
の

良
い
母
牛
を
導
入
し
、
口
蹄
疫
前
ま
で
の
頭
数

へ
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
更
に
70
頭
ほ
ど
頭
数
増
加
に
成
功
。

ま
た
個
人
的
に
も
父
か
ら
牛
を
１
頭
譲
っ
て
も

ら
い
、
そ
れ
を
元
手
に
２
頭
、
３
頭
と
増
や
し

て
い
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
も
っ
と
取
引
先
に

評
価
さ
れ
る
牛
を
生
産
し
た
い
と
毎
日
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
が
い
て
い
た
時
に
青
年
部
の
存

在
を
知
り
ま
し
た
。
早
速
父
に
相
談
し
て
み
る

と
、
過
去
に
青
年
部
に
所
属
し
、
そ
こ
で
の
体

験
が
畜
産
経
営
に
生
か
せ
た
と
聞
き
、
自
分
も

入
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

加
入
後
は
同
世
代
の
畜
産

を
営
む
盟
友
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
段
の
会
話
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
飲
み
会
の

場
で
も
最
後
は
牛
の
こ
と

を
話
し
て
し
ま
う
、
そ
の
熱
い

思
い
や
、
一
人
一
人
の
牛
と
向
き

合
う
姿
勢
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

畜
産
の
研
修
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
も
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
ミ
ヤ
チ
ク
の
屠
畜
場
で
の
こ
と
で
す
。
私

の
営
む
繁
殖
農
家
は
産
ま
せ
た
仔
牛
を
育
て
、

肥
育
農
家
へ
と
販
売
す
る
生
業
で
す
の
で
、

実
際
に
牛
が
捌
か
れ
肉
に
な
る
過
程
は
初
め

て
見
ま
し
た
。

口
蹄
疫
で
処
分
さ
れ
た
命
と
食
用
の
為
に
肉

に
さ
れ
る
命
。
目
的
は
違
え
ど
、
同
じ
「
命
」

を
扱
う
こ
の
畜
産
と
い
う
職
業
の
責
任
の
重

さ
を
改
め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
青
年
部
で
の
経
験
を
通
し
て
私
の

畜
産
人
生
の
節
目
に
助
言
を
く
れ
、
影
響
を

受
け
た
尊
敬
す
る
父
を
超
え
る
牛
養
い
と
な

り
、
今
以
上
に
買
っ
て
良
か
っ
た
と
喜
ん
で

も
ら
え
る
牛
を
育
て
い
こ
う
と
心
に
決
め
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
私
の
就
農
か
ら
現
在
ま
で
の
話
を

お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
な
ぜ
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
口
蹄
疫
を
発
表
の
題
材
に
挙
げ

た
の
か
と
い
う
と
、
あ
の
大
事
件
を
絶
対
に

風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
強
い
思
い

と
同
時
に
、
現
在
、
人
類
に
猛
威
を
奮
っ
て

い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
い
る
こ
の

状
況
が
口
蹄

疫
に
苦
し
め

ら
れ
た
12
年
前
と

酷
似
し
て
い
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

不
要
不
急
の
外
出
や
移
動
の
制
限
、
消
毒
の

徹
底
な
ど
対
策
を
強
い
ら
れ
、
目
に
見
え
な

い
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
で
当
時
の
よ
う
に
み

な
疲
弊
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飼
料
の
高
騰
、

仔
牛
の
販
売
価
格
の
低
下
に
加
え
、
肥
料
や

資
材
、
作
物
の
価
格
も
同
じ
よ
う
に
影
響
を

受
け
て
お
り
、
畜
産
業
界
の
み
な
ら
ず
農
業

界
全
体
を
取
り
巻
く
情
勢
は
決
し
て
明
る
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
我
々
に
は
あ
の
口
蹄
疫
を
盟
友
や
Ｊ

Ａ
職
員
を
は
じ
め
農
業
に
携
わ
る
全
て
の
関

係
機
関
と
共
に
乗
り
越
え
、
宮
崎
の
畜
産
を

再
生
さ
せ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

さ
ぁ
、
み
な
さ
ん
、
今
日
か
ら
行
動
に
移
し

ま
し
ょ
う
。

消
毒
マ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
踏
ん
で
経
済
も
回

し
ま
し
ょ
う
。
あ
の
時
の
よ
う
に
、
こ
の
組
織

の
力
を
持
っ
て
す
れ
ば
、
こ
の
困
難
を
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま

す
。

全体運★初心に返り謙虚に、着実に動いていきましょう。大きな実りが期待できます。うれしいニュースを届けてくれる人も乙女座 8/23〜9/2211　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　10



松村　幸廣さん（国富） 横山　忠さん（南宮崎）

一万田親太郎さん（国富）

渕本　太一さん（綾）

去勢の部 雌の部

育成牛の部２類

育成牛の部１類

「祭」号（R４.３.３）父「第５安栄」、母の父「美穂国」、
母の祖父「忠富士」、母の母の祖父「福之国」

「たまえ」号（R４.２.22）父「二刀流」、母の父「美穂国」、
母の祖父「平茂勝」、母の母の祖父「安平」

「はるこ」号（R３.２.２）父「満天白清」、母の父「忠高盛」、
母の祖父「糸北国」

「はるき９」号（R３.８.５）父
「富久竜」、母の父「第５安栄」、
母の祖父「勝平正」

第61回 宮崎中央畜産共進会
令和４年11月15日㈫

　　　　　去勢子牛の部　　12頭　　　雌子牛の部　　　50頭
　　　　　育成牛の部１類　13頭　　　育成牛の部２類　11頭

２席=西　　皐樹（国　富）
３席=日高　和幸（　綾　）
４席=亀沢　幸浩（高　岡）

５席=西薗　畩美（高　岡）
６席=野崎　章吾（田　野）

２席=源　　和弘（宮　崎）
３席=小森　　健（高　岡）
４席=押田　和義（　綾　）
５席=長友　孝光（宮　崎）
６席=橋本　康弘（国　富）
７席=高橋　　実（南宮崎）

８席=渡辺　秀敏（宮　崎）
９席=東郷　佑樹（高　岡）
10席=渡辺　　高（南宮崎）
11席=小谷　清吾（高　岡）
12席=図師　一彦（佐土原）

２席=小森　寛朗（高　岡）
３席=一万田憲太郎（国　富）
４席=長友　　明（宮　崎）

２席=一万田和明（国　富）
３席=関谷　直樹（国　富）
４席=一万田和明（国　富）

成 績（敬称略、かっこは支店名） 成 績（敬称略、かっこは支店名）

成 績（敬称略、かっこは支店名） 成 績（敬称略、かっこは支店名）

出場頭数

グランドグランドチャンピオンチャンピオン

天秤座 9/23〜10/23 全体運★時間調整の難しいとき。1人で動いた方がストレスは少なそう。共同作業が必要なことは丁寧に説明を13　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　12



11月24日、畜産部慰霊碑前にて畜魂祭が行わ
れました。生産者の方々、JA役職員、JA綾、
宮崎市、国富町、綾町からもご参加いただき、
家畜への感謝を込め神事が執り行われ、代表者
によって玉串が捧げられました。

畜 魂 祭
地　区 性 別 頭 数 最　高 最　低 平均価格 kg単価

宮　崎 雌  18  807,400  321,200  582,694  2,084 
去勢  48  888,800  372,900  645,494  2,198 

南宮崎 雌  54 1,214,400  287,100  553,422  1,999 
去勢  63  942,700  385,000  639,135  2,196 

田　野 雌  36  885,500  320,100  545,019  2,009 
去勢  31 1,107,700  353,100  654,855  2,231 

佐土原 雌  32  942,700  331,100  618,647  2,335 
去勢  41  950,400  167,200  621,741  2,128 

高　岡 雌  31  837,100  355,300  566,039  2,059 
去勢  33  917,400  324,500  646,167  2,241 

国　富 雌  67  993,300  332,200  574,824  2,077 
去勢  107  954,800  341,000  642,965  2,194 

合　計
雌  238 1,214,400  287,100  570,803  2,081 

去勢  323 1,107,700  167,200  641,368  2,195 
総体  561 1,214,400  167,200  611,431  2,148 

■ 11月期子牛セリ市 令和４年11月10日～11日

【肉牛枝肉の部】 出品枠１０頭　全体出品頭数：105頭

№ 支店名 出品者 性別 血　　統 月齢 枝肉重量 歩留等級 等級 BMS№ 備考
父 母の父 母の祖父 ロース芯 バラ厚 皮下脂肪 推定歩留

1 宮　崎 長町　正己 去 勝光美 忠富士 安平 29 500.6 69 8.4 1.8 76.1 A5 9 
2 南宮崎 小倉　光彦 去 満天白清 勝平正 耕富士 29 472.9 67 9.4 2.3 76.4 A5 12 優秀賞６席
3 南宮崎 川越　忠次 雌 満天白清 富久竜 忠富士 30 499.1 79 9.6 2.4 77.7 A5 12 
4 田　野 （同）日高畜産 雌 忠高盛 義美福 美穂国 29 574.3 89 10.2 2.8 78.1 A5 12 
5 田　野 （同）谷口ファーム 去 耕富士 福之国 糸福（大分） 30 571.9 83 10.5 3.6 76.7 A5 12 
6 高　岡 ㈱川越 去 満天白清 忠高盛 福之国 28 482.6 78 8.8 1.3 78.2 A5 12 
7 国　富 ㈲鎌田畜産 去 和美安 耕富士 国牽白清 29 535.5 86 10.2 2.3 78.6 A5 12 
8 国　富 中武　明美 去 耕富士 福安照 安平 29 556.3 86 9.3 2.3 77.7 A5 12 
9 国　富 笹森　義幸 去 秀菊安 忠富士 日向国 29 485.5 75 8.0 2.2 76.5 A5 11 
10 綾 渕本　優生 去 満天白清 勝平正 安平 28 536.5 84 10.6 2.2 78.7 A5 12 優秀賞10席

団　体　賞 JA宮崎中央

【肉豚の部】　出品枠１８頭（６頭×３戸）　
　　　　　　　　　 全体出品頭数：１４４頭（６頭／組×２４組）
№ 支店名 出品者 去勢 雌 備　考
1 国　富 ㈱今村養豚 3 3 ２等賞
2 国　富 ㈲白坂ファーム 3 3 ２等賞
3 国　富 黒木　智 3 3 ２等賞

入賞区分 支店名 生産者名 月齢 性 父牛 母の父 母の祖父 枝肉
重量 ロース バラ厚 皮下

脂肪厚
歩留

基準値 等級 ＢＭＳ

グランドチャンピオン賞 国　富 ㈲鎌田畜産 29 去 白隆鵬 秀菊安 忠富士 579.6  90 9.7 2.2 78.4 A5 12 

優秀賞
1席 田　野 （同）谷口ファーム 29 去 耕富士 美穂国 安平 464.7  64 8.7 3.0 75.0 A5 12 
2席 国　富 関谷　直樹 33 去 耕富士 北乃大福 忠富士 531.6  83 8.6 3.0 76.6 A5 12 

優良賞
1席 南宮崎 小倉　光彦 32 去 白隆鵬 安重守 福之国 553.9  69 8.6 2.1 75.4 A5 11 
2席 宮　崎 長町　正己 29 雌 二刀流 美穂国 忠富士 453.0  70 8.0 2.6 75.9 A5 11 
3席 国　富 ㈲鎌田畜産 31 去 義美福 梅福６ 安平 524.8  89 7.1 2.2 77.2 A5 11 

オレイン酸賞 JA JA宮崎中央総合ファーム 29 去 第５安栄 秀菊安 勝平正 469.5  71 7.9 2.8 75.6 A5 10 

団　体　賞 南宮崎支部

「団体賞」受賞‼「団体賞」受賞‼
第第1111回回  宮崎県肉畜共進会 成績宮崎県肉畜共進会 成績

第65回 宮崎中部地区枝肉共励会成績

10月25日に第11回宮崎県肉畜共進会が開催されました。
当JAからは、肉牛枝肉の部に10頭の代表牛（団体枠：綾町含む）

が出品され、南宮崎支店の小倉光彦さんが見事『優秀賞６席』に入
賞しました。さらにJA宮崎中央が『団体賞』を受賞しました。

また、肉豚枝肉の部には、３戸の生産者が出品されました。両
部門、惜しくも入賞を逃した生産者も大変すばらしい成績でした。

開催日：2022年10月25日　場所：㈱ミヤチク 高崎工場

開催日時　2022年12月1日
主　　催　宮崎中部地区枝肉共励会協議会
開催場所　株式会社　ミヤチク　都農工場
出品頭数　去勢牛35頭　　雌牛4頭　　計39頭

祝

蠍座 10/24〜11/22 全体運★情報収集に力を入れて。問題解決に近づきます。いつもの作業にも新たな気付きがありそう。清掃や洗濯にツキ13　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　12



野
菜
・
花
卉
指
導
課

植
物
生
理
に
つ
い
て

「
根
の
働
き
」

・
果
菜
類
や
葉
菜
類
の
根
の
種
類
は
大
き
く
分
け
て

３
種
類
あ
り
ま
す
。
地
際
か
ら
土
壌
中
に
太
く
伸

び
る「
主
根
」。
主
根
か
ら
分
岐
し
て
伸
び
る「
細

根
」。

主
根
や
細
根
の
先
端
近
く
か
ら
綿
毛
の
よ
う
に

細
か
く
伸
び
る
「
根
毛
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
違
っ
た
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

根
毛
が
根
の
表
面
積
を
増
や
し
、
養
水
分
の
吸

収
を
高
め
、
細
根
が
盛
ん
に
養
水
分
を
吸
収
し
、
主

根
は
水
、
肥
料
の
通
り
道
と
言
っ
た
違
っ
た
役
割
を

持
ち
地
上
部
の
植
物
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
細
根
が
増
え
た
り
、
減
っ
た
り
す

る
こ
と
が
養
水
分
の
吸
収
量
に
影
響
し
て
き
ま
す
の

で
、
か
ん
水
過
多
や
土
壌
中
が
酸
素
不
足
に
な
ら
な

い
よ
う
こ
ま
め
な
か
ん
水
を
し
て
い
く
事
が
重
要
で

す
。
又
、
か
ん
水
過
多
に
よ
る
根
の
酸
欠
は
日
中
で

は
な
く
夜
間
に
お
き
ま
す
の
で
、
特
に
夕
方
の
土
壌

水
分
に
は
気
を
つ
け
、
管
理
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

施
設
・
露
地
園
芸

【
１
月
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
】

（
施
設
園
芸
）

冬
至
を
過
ぎ
る
と
徐
々
に
日
長
が
長
く
な
り
、
日

射
量
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
か
ん
水
管
理
に
は
最

新
の
注
意
を
し
日
々
の
管
理
の
徹
底
を
行
い
ま
し
ょ

う
。又

、
低
温
に
よ
る
障
害
も
多
く
な
っ
て
く
る
時

期
で
す
の
で
、
肥
培
管
理
及
び
温
度
管
理
の
徹
底
を

し
っ
か
り
行
い
草
勢
維
持
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
露
地
野
菜
）

本
格
的
な
厳
冬
期
を
迎
え
ま
し
た
。
霜
対
策
と
し

て
寒
冷
紗
や
パ
オ
パ
オ
等
を
活
用
し
霜
害
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
又
、
寒
い
時
期
の
粒
肥
え
の
追
肥
は

効
果
が
遅
く
な
り
ま
す
の
で
、
葉
面
散
布
等
を
間
で

行
い
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

農
産
指
導
課

早
期
水
稲

水
稲
育
苗
の
計
画

田
植
え
時
期
を
決
め
、
逆
算
し
て
種
ま
き
の
日
程

を
計
画
し
ま
し
ょ
う
。

２
／
９
種
子
消
毒
→　

２
／
19
種
蒔
き　

→

３
／
21
田
植
え　

→　

７
／
26
収
穫

２
／
16
種
子
消
毒
→　

２
／
26
種
播
き　

→

３
／
27
田
植
え　

→　

７
／
28
収
穫

※
田
植
え
時
期
が
早
く
て
も
収
穫
時
期
は
遅
く
植
え

た
も
の
と
さ
ほ
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
寒
気
に

よ
る
苗
傷
み
等
で
活
着
・
分
け
つ
が
遅
れ
、
出
穂

等
に
バ
ラ
ツ
キ
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

種
子
の
準
備
（
稚
苗
・
種
子
は
10
ａ
当
た
り
3.5
～
４

キ
ロ
用
意
す
る
）

①
種
籾
は
必
ず
更
新
し
ま
し
ょ
う
。

②
塩
水
選
を
実
施
し
、
良
質
な
種
籾
を
選
別
し
ま

し
ょ
う
。（
水
選
で
も
可
）

③
保
管
場
所
や
播
種
時
に
注
意
し
、
品
種
が
混
じ
ら

な
い
よ
う
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

苗
床
の
準
備

①
苗
床
内
の
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
カ
ビ
等
の
発

生
要
因
と
な
り
ま
す
。

②
苗
床
は
平
ら
に
な
ら
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
準
備

①
床
土
…
水
稲
育
苗
用
の
床
土
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
箱
消
毒
…
イ
チ
バ
ン
乳
剤
１
０
０
０
倍
液
で
消
毒

を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
ラ
ブ
シ
ー
ト
等
毎
年
使

用
し
て
い
る
資
材
も
一
緒
に
消
毒
を
し
ま
し
ょ

う
。

※
Ｊ
Ａ
よ
り
種
子
を
購
入
さ
れ
る
方
に
は
「
育
苗
管

理
の
ポ
イ
ン
ト
」
チ
ラ
シ
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
米
に
取
組
み
ま
し
ょ
う

Ｊ
Ａ
米
の
３
条
件
（
Ｊ
Ａ
米
と
し
て
出
荷
契
約
し

て
い
る
こ
と
が
前
提
で
す
）

①
１
０
０
％
種
子
更
新

②
栽
培
管
理
記
録
簿
の
記
帳

③
農
産
物
検
査
を
受
検
し
た
米

県
域
Ｊ
Ａ
構
想
に
つ
い
て
は
、
９
月
に
組
合
員
説
明
会
を
開
催
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
多
数
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
、
10
月
27
日
の
理
事
会
に
て
今
後
も
引
き
続
き
協
議
に
参
加
す
る
と
い
う

趣
旨
の
『
基
本
合
意
』
を
行
う
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
理
事
会
で
の
協
議
に
お
い
て
は
、
事
前
に
青
年
部
よ
り
次
の
よ
う
な
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

「県域JA構想」にかかる意見書
宮崎中央農業協同組合
代表理事組合長　栗原　俊朗　殿

私どもJA宮崎中央青年部は、この度の「県域JA構想」の内容を踏まえ、自らがJAの事業運営に積極的に
参画する組織であることを念頭に、JA宮崎中央のあるべき姿について青年部盟友と議論を重ねて参りました。
つきましては、「県域JA構想」にかかる意見を取り纏めましたので、下記により提出いたします。

記

１．青年部盟友からの意見（９月開催の地区別県域JA構想説明会前）
◦理事会の説明責任があるのではないか。
◦ JA宮崎中央が県域JAに参画した場合、しなかった場合のシミュレーションを示すべき。
◦販売一元化に関し、各部会及び研究会に確認がとれていないにも関わらず、判断しようとするのはなぜか。
◦営農事業の事業管理費を縮小しないとしているが、その確約はとれているのか。
◦県域JAになっても信用・共済事業の維持・管理はできるのか。
◦県域JAになることで、販売の横持ち運賃が生産者負担になるかもしれない事は末端の部会員まで周知がさ
れているのか。

◦各JA財務状況が違う中での合併で、具体的にどのような財務調整を行うのか。
◦ JA宮崎中央の支店統合の際、JA単体でも経営が成り立つとの説明があったにも関わらず、県域 JA構想
に賛同しようとしているのはなぜか。

２．総論
以上の意見が９月に行われた地区別県域JA構想説明会の前に集約された意見であり、これらの意見をもって

説明会に参加いたしました。説明会後に再度役員会にて盟友からの意見を集約しましたが、盟友の半数以上が「県
域 JA構想」に否定的であり、判断しかねる盟友をも含めて、「県域 JA設立に向けて参加を前提に協議を進め
ること」については大きな不安を抱いています。
これらに共通する要因として、１つ目に今後を左右する重大局面であるにも関わらず、組合員等への説明に

際し、賛否を判断する材料に乏しいこと、２つ目に営農経済活動の中心を担う生産部会等への説明が不十分であ
ることが挙げられ、故に青年部においても理解が浸透していないことに繋がっているものと考えます。
以上のことから、内容をしっかりと精査した上で、明確なメリット・デメリットを示して頂き、組合員等への

理解浸透が図られるよう、親切丁寧な説明を求めるとともに、「参加を前提に協議を進めることの是非判断」に
つきまして、これらの意見も踏まえ、生産者目線に立った慎重なご判断を頂きますよう切に要望いたします。

令和４年10月12日
JA宮崎中央青年部　部長　川越　達也

県
域
Ｊ
Ａ
構
想
に
つ
い
て

当
Ｊ
Ａ
と
し
ま
し
て
は
、
青
年
部
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
協
議

の
中
に
お
い
て
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
と
と
も
に
、
最
終
的
な
判
断
が
で
き
る
内
容
と

な
る
よ
う
十
分
に
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
協
議
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
随
時
組
合
員
説
明
会
等
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

農
業
M
E
M
O

射手座 11/23〜12/21全体運★勢いのある好調運ですが独り善がりにならないように。周りの人のことを思って行動すると好結果に。金運も良好 全体運★ピンチをチャンスに変える力強さがあります。状況は厳しくても諦めないで。反対意見に耳を傾けると逆転へ15　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　14



Ｊ
Ａ
共
済 

書
道
コ
ン
ク
ー
ル

秦 ののかさん
（潮見小６年）

宮
崎
県
知
事
賞

小平 英奈さん
（久峰中１年）

宮
崎
県
議
会
議
長
賞

川越 達月さん
（高岡小４年）

宮
崎
県
教
育
長
賞

前田 和紗さん
（生目中３年）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送
局
長
賞

吉田 紫音さん
（国富小１年）

宮
崎
日
日
新
聞
社
賞

中西 莉央さん
（広瀬小５年）

Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送
賞

長友 美空さん
（住吉小３年）

Ｕ
Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮
崎
賞

飯干 凜さん
（宮崎東中２年）

宮
崎
県
農
業
協
同
組
合

中
央
会
会
長
賞

姫
野 

菜
央
さ
ん
（
広
瀬
北
小
２
年
）

宮
崎
県
議
会
議
長
賞

根
井 

克
己
さ
ん
（
広
瀬
小
３
年
）

宮
崎
県
教
育
長
賞

吉
田 

大
德
さ
ん
（
広
瀬
北
小
５
年
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送
局
長
賞

本
田 

健
丈
さ
ん
（
宮
大
附
属
中
２
年
）

宮
崎
県
市
町
村
教
育
委
員
会

連
合
会
会
長
賞

冨
浦 

楓
香
さ
ん
（
広
瀬
北
小
６
年
）

宮
崎
日
日
新
聞
社
賞

長
田 

寛
生
さ
ん
（
宮
大
附
属
小
１
年
）

Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送
賞

本
田 

雄
千
さ
ん
（
江
南
小
４
年
）

宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞

田
中 

幸
花
さ
ん
（
久
峰
中
１
年
）

Ｕ
Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮
崎
賞

第
45
回
Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
県

内
３
６
１
校
か
ら
４
５
、４
６
７
点
の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
管
内
（
宮
崎
市
・
国
富
町
）
で
受
賞
さ
れ

た
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

半紙の部

条幅の部

山羊座  12/22〜1/19 全体運★勢いのある好調運ですが独り善がりにならないように。周りの人のことを思って行動すると好結果に。金運も良好15　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　14



経済部 年末・年始営業体制
部
門 事業所名

12月 １月
備    考28日㈬ 29日㈭ 30日㈮ 31日㈯ １日㈰ ２日㈪ ３日㈫ ４日㈬

年末・年始休業期間

経
済
課
　
生
産
資
材

宮崎支店 ○ ○ ○ × × × × ○
生目支店 ○ ○ ○ × × × × ○
南宮崎支店 ○ ○ ○ × × × × ○
田野支店 ○ ○ ○ × × × × ○
アグリスーパー ○ ○ ○ × × × × ○
高岡支店 ○ ○ ○ × × × × ○
国富支店 ○ ○ ○ × × × × ○

南・北ビニール加工場 × × × × × × × ○ 12/24 ㈯～
1/3 ㈫休業

農
機
自
動
車
課

宮崎農機センター ○ ○ ○ × × × × ○
南宮崎農機センター ○ ○ ○ × × × × ○
田野農機センター ○ ○ ○ × × × × ○
佐土原農機センター ○ ○ ○ × × × × ○
高岡農機センター ○ ○ ○ × × × × ○
国富農機センター ○ ○ ○ × × × × ○
自動車整備工場 ○ ○ ○ × × × × ○

※年末年始休業期間内でのハウス加湿器の部品出荷・整備の緊急時の対応を致します。

給
油
所

宮崎セルフ 7：00～20：00 7：00～20：00 7：00～20：00 8：00～17：00 × × × 7：00～20：00
生目セルフ 7：00～20：00 7：00～20：00 7：00～20：00 8：00～17：00 × × × 7：00～20：00
佐土原セルフ 7：00～20：00 7：00～20：00 7：00～20：00 8：00～17：00 × × × 7：00～20：00
那珂セルフ 7：00～20：00 7：00～20：00 7：00～20：00 8：00～17：00 × × × 7：00～20：00
木花 SS 7：00～19：00 7：00～19：00 7：00～19：00 8：00～17：00 × × × 7：00～19：00
清武 SS 7：00～19：00 7：00～19：00 7：00～19：00 8：00～17：00 × × × 7：00～19：00
エポック 7：00～19：00 7：00～19：00 7：00～19：00 8：00～17：00 × × × 7：00～19：00
田野 SS 7：00～19：00 7：00～19：00 7：00～19：00 8：00～17：00 × × × 7：00～19：00
高岡セルフ 7：00～20：00 7：00～20：00 7：00～20：00 8：00～17：00 × × × 7：00～20：00
本庄セルフ 7：00～20：00 7：00～20：00 7：00～20：00 8：00～17：00 × × × 7：00～20：00
八代 SS 8：30～17：30 8：30～17：30 8：30～17：30 × × × × 8：30～17：30
三名 SS 7：00～19：00 7：00～19：00 7：00～19：00 8：00～17：00 × × × 7：00～19：00

プロパンガスセンター ○ ○ ○ ○※ ○※ ○※ ○※ ○
※24時間保安セ

ンター対応
　☎ 47-1158

※給油所はフルサービス・セルフで営業時間が異なります

○…通常営業（8：30～17：30）　×…休業日

年末年始・ATM稼働時間一覧表
　　　　　日付 令和４年 令和５年
店舗 12/30㈮ 12/31㈯ 1/1㈰ 1/2㈪ 1/3㈫

本店 ○
（8時～19時）

○
（9時～17時）

○
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

宮崎支店 ○
（8時～21時）

○
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

イオン ○
（9時～22時）

○
（9時～22時）

○ 
（9時～22時）

○ 
（9時～22時）

○ 
（9時～22時）

大塚 ○ 
（8時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

大淀支店 ○
（8時～19時）

○
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

生目支店 ○
（8時～19時）

○
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

北 ○
（8時～19時）

○
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

倉岡 ○
（8時～18時）

○
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

蓮ヶ池 ○
（8時～19時）

○
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

住吉支店 ○
（8時～19時）

○
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

宮崎営農センター ○
（8時～18時）

○
（9時～12時）

○ 
（9時～12時）

○ 
（9時～12時）

○ 
（9時～12時）

南営農センター ○ 
（8時～18時）

○
（9時～12時）

○ 
（9時～12時）

○ 
（9時～12時）

○ 
（9時～12時）

南宮崎支店 ○
（8時～21時）

○
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

加納 ○
（8時～19時）

○
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

赤江支店 ○
（8時～19時）

○
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

ニトリモール ○
（9時～21時）

○
（9時～21時）

○
（9時～21時）

○
（9時～21時）

○
（9時～21時）

　　　　　日付 令和４年 令和５年
店舗 12/30㈮ 12/31㈯ 1/1㈰ 1/2㈪ 1/3㈫

赤江南 ○ 
（8時～19時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

恒久 ○ 
（8時～19時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

木花支店 ○ 
（8時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

内海 ○ 
（8時～18時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

青島 ○ 
（8時～18時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

田野支店 ○ 
（8時～21時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

佐土原支店 ○ 
（8時～21時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

野菜集送センター ○ 
（8時～18時）

○ 
（9時～12時）

○ 
（9時～12時）

○ 
（9時～12時）

○ 
（9時～12時）

那珂 ○ 
（8時～19時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

西佐土原 ○ 
（8時～19時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

高岡支店 ○ 
（8時～21時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

穆佐 ○ 
（8時～19時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

国富支店 ○ 
（8時～21時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

○ 
（9時～19時）

八代 ○ 
（8時～19時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

木脇 ○ 
（8時～19時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

森永 ○ 
（8時～19時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○ 
（9時～17時）

○＝営業　×＝休止

水瓶座 1/20〜2/18 全体運★上昇運です。周囲が協力してくれ良い方向に進みます。1人で悩まずに相談を。良い知恵も貸してもらえるはず17　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　16



台風14号の被害による
JA助成について

令和４年９月に襲来した台風14号の影響により、管内各地で甚大な被害となりました。被害に遭われた生産者の
方々には営農の再開や今期栽培を断念せざるを得ず、また加えて昨今の生産資材高騰も重なり大きな負担となって
いる状況です。それらを受け、当JAにおきましても宮崎県の「被災産地営農継続緊急支援事業」と連携した災害支
援を決定いたしました。
つきましては、栽培再開に向けJAから購入された生産資材及び今期栽培を断念された生産者に対し、下記のとお
り助成を行いますことをお知らせいたします。

令和５年１月１日の仕組改定に合わせ、日常生活賠
償責任特約にかかる事故受付時間を拡大いたしました。
下記のとおり変更をお知らせいたします。

11月16日、JA宮
崎中央は児童養護
施設みんせいかん
にて養育資材の寄
贈式を行いまし
た。JA役職員が
施設を訪れ、３歳
から高校生までの
子どもたちのために、施設の必要とする玩具やDVDプレー
ヤー等を贈りました。
これは JA 共済の地域農業活性化助成金を利用した地域

貢献活動の一環。施設で生活する児童の健やかな成長を願
い、養育環境の整備に役立ててもらうために実施しまし
た。管内（宮崎市・国富町）の児童養護施設５カ所に総額
約90万円の養育資材を寄贈します。　
肥田木教久専務理事は寄贈式に参加した子どもたちへ

JA事業について分かりやすく説明し、児童らに元気に遊
んで欲しいと挨拶しました。同施設の事務主任若林秀磨さ
んは寄贈された玩具の量に驚き、「園内で大切に使わせて
いただきます。」と話されていました。

種苗（野菜苗・花苗・種子）
•栽培再開による新規注文供給（再供給）金額
に対し２分の１を助成
•今期栽培を断念された生産者について台風前
に購入をした供給金額全額を助成

農業ビニール・PO
•被害による新規注文の供給金額に対し２分の
１を助成

助成対象

令和４年９月に発生をした台風14号の被害に伴
い、栽培を再開のために購入された種苗及び農業
用ビニール・POの供給金額に対し１／２の助成
を行う。
併せて、今期栽培を断念された生産者について
は今期栽培のために購入された種苗の供給金額全
額を助成する。

助成内容

詳細につきましては、各営農センター経済課までお問い合わせください。

日常生活賠償責任特約にかかる
事故受付時間についてのお知らせ

生産者の
皆さまへ
お知らせ

子どもたちの
楽しい養育環境をお手伝い

令和４年12月28日㈬から現行
９時～17時 ９時～21時（年中無休）

JA共済日常生活事故対応センター

日常生活賠償責任特約ご加入の皆さまが、
日常生活における事故等の場合

受付
時間

共済部より 共済部

全体運★自分の意見を少し譲ると思っていた以上にスムーズに進みます。予定や計画も実行しやすいよう手を加えてみて魚座  2/19〜3/2017　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　16



ミ
ャ
ン
マ
ー
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
方
々
が
母
国
を
離
れ
て
、

言
葉
や
文
化
の
違
い
な
ど
大
変
な
の

に
、
農
業
の
技
能
取
得
の
為
、
頑

張
っ
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

宮
崎
の
美
味
し
い
野
菜
を
各
国
に
広

げ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。�

�

（
宮
崎
市
　
初
チ
ャ
ン
さ
ん
）

日
本
の
農
業
技
術
が
海
を
渡
っ

て
異
国
の
農
業
発
展
に
繋

が
っ
て
い
る
と
思
う
と
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
。�

	
�

（
国
富
町
　
は
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

外
国
人
技
能
実
習
生
の
方
々
に

よ
く
お
会
い
し
ま
す
が
、
と

て
も
気
さ
く
で
挨
拶
も
よ
く
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
家
族
と
離
れ
て
頑

張
っ
て
い
る
姿
に
応
援
し
た
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。�

�

（
国
富
町
　
ナ
ー
さ
ん
）

表
紙
の
皆
さ
ん
の
生
き
い
き
し

た
顔
が
良
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
活
躍
楽
し
み
で
す
ね
。
和

牛
能
力
共
進
会
の
受
賞
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
！
宮
崎
が
ま
す
ま
す
注
目
さ

れ
て
う
れ
し
い
で
す
ね
。�

�

（
宮
崎
市
　
た
て
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

新
米
で
お
に
ぎ
り
を
し
た
ら
い

つ
も
の
２
倍
以
上
食
べ
て
し

ま
い
ま
す
。
お
に
ぎ
り
レ
シ
ピ
は
写

真
掲
載
で
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年
も
宮

崎
の
新
米
を
食
べ
て
元
気
ア
ッ
プ
で

す
！�

（
宮
崎
市
　
山
田
さ
ん
）

林 

実
習
生
の
皆
さ
ん
の
素
敵
な
笑

顔
、
宮
崎
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
応

援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
た
く
さ
ん
届
き

ま
し
た
！
私
の
難
し
い
質
問
に
も
一

生
懸
命
に
答
え
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
の
優
し
さ
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

宮
崎
で
学
ぶ
農
業
の
知
識
を
活
か
し

て
母
国
に
帰
っ
て
も
頑
張
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
☆

　
お
に
ぎ
り
は
ど
れ
も
ひ
と
手
間
、

時
間
が
無
い
時
は
難
し
い
か
も
で

す
が
、
天
気
が
良
い
日
に
お
に
ぎ

り
持
っ
て
お
散
歩
！
い
か
が
で
す

か
？
？

11月号のご感想
ありがとうございました。

たかおか文旦

1．初詣で、受験を控える子の難関――を
祈願した

4．2つで1組の――茶わん
7．客のためにワインを選びます
9．師匠の下で学びます
10．親から子へ受け継がれます
13．――・中期・末期
14．年賀状によく書かれる2文字の熟語
17．湖に張った氷に穴を開けて楽しむこと

もあります
18．登山やキャンプで使う寝袋
21．コンコンと鳴く動物
22．警察は原則として――不介入です

1．正月に飲む薬酒。お――気分がなかな
か抜けない

2．髪の毛の渦巻き
3．エッフェル塔がある都市
5．練り物やダイコンを煮込んで作ります
6．自分より後に生まれた人はみんなこれ
8．食事の管理や指導を行います
11．昨年はナスの――がとても良かった
12．太鼓や木琴やトライアングルなどのこと
13．毛筆でしたためることも
15．大学入学共通テストは国公立大学だけ

ではなく――大学も利用しています
16．計画のこと。お得な宿泊――
19．京都・三十三間堂の通し矢で新成人が

引きます
20．一――、二タカ、三ナスビ

二重マスの文字をA〜Dの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？頭の体操

　テのカギタ 　コのカギヨ

成人式

下記の要領で １月24日㈫
（当日消印有効）までにお送りください。
当選者発表は３月号です。

応募方法・締切

※ご応募に際して取得した個人情報はこのたびのプレゼントの
抽選・発送以外には一切使用しません。また承諾なく第三者に
提供しません。但し、コメントに関しては「WELCOME JA」
に掲載させていただく場合がありますので、ご了承下さい。

８８

①クイズの答え
　○○○○
②〒・住所・氏名（匿名の
場合はペンネームも）・
年齢・電話番号
③JAだより「めぐみ」や
JA、農業に対するメッ
セージ、日常のこぼれ
話、イラストなど

　（必ず書いてくださいね！）

〒880-0813
宮
崎
市
丸
島
町
１
番
17
号

　
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央

め
ぐ
み
１
月
号
係

63

おめでとうございます
今月の応募は98通でした

11月号の答え「アカワイン」

11月号のプレゼント
日向夏

清武美重子さん
小八重正子さん
竹村　初代さん
鳥原　初美さん

長友　隆典さん
松浦りみりさん
明和　敏子さん
山﨑　富子さん

※当選者の発表は誌面にて行います。なお公正を期すため
　本名での発表とさせて頂きますので、ご応募の際は了解下さい。

定例理事会

以上４議案が、可決・決定及び承認されました。

令和４年11月28日㈪　ＪＡＡＺＭ大研修室
1

2

3

4

人事異動（かっこ内は旧部署）

【人事異動】
令和４年12月１日付

沖田　翔吾 総合企画室　企画管理課　課長補佐　兼　企画開発係
 （中央会出向）
海老原紗稀 住吉支店　貯金為替課　貯金為替係
 （国富支店　貯金為替課）

令和４年度　仮決算監事監査　主たる指摘事項に対する回
答について
内部監査規程の改正について
「お客さま本位の業務運営」にかかるJAバンクとの取組
方針の変更について
令和４年台風14号被害に伴うJA助成の考え方について

宮崎てげうま産直便
　農畜産品を生産者や生産地の情報に合わせてダイレクト
にお届けします。

みやざき中央農産物ファン拡大事業委員会
URL ： http://shop.ja-direct.net/毎日のあんしん・

おいしいをおうちまで ＪＡくらしの宅配便

オススメ！！ その①

インターネットで注文できるＪＡの宅配サービス！
国産へのこだわりと安全・安心の品質をご自宅やご指定場所へ
お届けします。

0120-009366
土曜日・日曜日・祝日を除く、
午前9：30～12：00まで　午後1：00～5：00まで

「安全・安心」に
こだわり

オススメ！！ その③
安心の国産原料

オススメ！！ その②
地球環境にも考慮して

商品開発を行っています

お問い合わせ専用フリーダイヤル
ＪＡくらしの宅配便事務局

受付
時間

ＪＡくらしの宅配便
ウェブサイト

（インターネット）

　https://jakurashi.
zennoh.or.jp/※お電話でのご注文は承っておりません

お手持ちのスマートフォンから、いつでも
簡単に物件を調べることができます。

『取り扱い物件』はこちらから確認！

お問い合わせ
ご相談はこちらまで！

㈱アグリプラス　不動産事業部　宅建情報プラザ
宮崎市清武町加納４丁目１　☎0985-85-6071

アパート、貸家の入居者を募集しております。
◆清武地区、木花地区を中心に宮崎市内全域に物件を取り揃えています。
◆学生向け、ファミリー向けなど幅広くご対応いたします。
　宮崎大学近隣にも多数あり!!
◆なお、土地売買に関する業務も行っております。
　お気軽にお問い合わせください。

入居者募集

月曜日～金曜日
（8：30～17：30）

営業時間

わちどんが村　式部の里

ＬＩＮＥ＠会員限定
毎月お得なクーポンが
当たるチャンス!!
毎月お得なクーポンが
当たるチャンス!!
その他にも各種イベント情報などを
お届けします

こちらの
ＱＲコードを
読み取って
友だち登録を
お願いします♪

19　2023.１月号　めぐみ 2023.１月号　めぐみ　18



そ
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ば
、

初
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、
映
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今
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南
国
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、
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日
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焼
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み
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、
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本
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ひ
な
た
宮
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さ
あ
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て
な
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し
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文 
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本
俊
六
郎

定例理事会

以上４議案が、可決・決定及び承認されました。

令和４年11月28日㈪　ＪＡＡＺＭ大研修室
1

2

3

4

人事異動（かっこ内は旧部署）

【人事異動】
令和４年12月１日付

沖田　翔吾 総合企画室　企画管理課　課長補佐　兼　企画開発係
 （中央会出向）
海老原紗稀 住吉支店　貯金為替課　貯金為替係
 （国富支店　貯金為替課）

令和４年度　仮決算監事監査　主たる指摘事項に対する回
答について
内部監査規程の改正について
「お客さま本位の業務運営」にかかるJAバンクとの取組
方針の変更について
令和４年台風14号被害に伴うJA助成の考え方について

宮崎てげうま産直便
　農畜産品を生産者や生産地の情報に合わせてダイレクト
にお届けします。

みやざき中央農産物ファン拡大事業委員会
URL ： http://shop.ja-direct.net/毎日のあんしん・

おいしいをおうちまで ＪＡくらしの宅配便

オススメ！！ その①

インターネットで注文できるＪＡの宅配サービス！
国産へのこだわりと安全・安心の品質をご自宅やご指定場所へ
お届けします。

0120-009366
土曜日・日曜日・祝日を除く、
午前9：30～12：00まで　午後1：00～5：00まで

「安全・安心」に
こだわり

オススメ！！ その③
安心の国産原料

オススメ！！ その②
地球環境にも考慮して

商品開発を行っています

お問い合わせ専用フリーダイヤル
ＪＡくらしの宅配便事務局

受付
時間

ＪＡくらしの宅配便
ウェブサイト

（インターネット）

　https://jakurashi.
zennoh.or.jp/※お電話でのご注文は承っておりません

お手持ちのスマートフォンから、いつでも
簡単に物件を調べることができます。

『取り扱い物件』はこちらから確認！

お問い合わせ
ご相談はこちらまで！

㈱アグリプラス　不動産事業部　宅建情報プラザ
宮崎市清武町加納４丁目１　☎0985-85-6071

アパート、貸家の入居者を募集しております。
◆清武地区、木花地区を中心に宮崎市内全域に物件を取り揃えています。
◆学生向け、ファミリー向けなど幅広くご対応いたします。
　宮崎大学近隣にも多数あり!!
◆なお、土地売買に関する業務も行っております。
　お気軽にお問い合わせください。

入居者募集

月曜日～金曜日
（8：30～17：30）

営業時間
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私たちは自然を愛し人を愛し街を愛します

広
報
誌
「
め
ぐ
み
」
を

ご
愛
読
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

２
０
２
３
年
は

皆
さ
ま
に
と
っ
て

う
さ
ぎ
の
よ
う
に

跳
ん
で
は
ね
て
で
き
る

楽
し
く
明
る
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央

　
ま
ご
こ
ろ
営
農
部
長 

は
ぴ
す


